
【事務事業調書】

■事務事業の概要

■活動指標

■事業費（計画） ■事業費（当初予算） ■事業費（実績）

1 1 1

2 2 2

3 3 3

4 4 4

5 5 5

6 6 6

7 7 7

8 8 8

■事業経費

178,642

0

170,000

0

270,000

150,000

特　記　事　項

120,000

実　績

0

178,642

当初予算額

補正予算額

流用額

決　算 決算額

予
　
算

差引（一般財源）

細　節

備品購入費

その他の特定財源

国庫支出金

予算現額

県支出金

地方債

受益者負担金

計

会計 - 款 - 項 - 目 - 事業

001－０４０１０３－００３－０１－０６－０

事業の分類 既存事業

予算科目
コード

金　額

報償金 40,000

50,000

170,000 178,642150,000

計　画

金　額

西小学校ビオトープ作製援助のため、報償金
40,000、備品購入費21,000、水質調査手数料
59,000を流用

特　記　事　項

30,082

28,560

200人 １５９人

報償金

備品購入費

消耗品費

備品購入費 50,000

サブリーダー 片野秀光

特　記　事　項

天体観察会は４回の開催予定でしたが、天候が悪く２回しか行えませんでした。

120,000

何をどのような方法で実施します（実施しました）か？

60,000消耗品費消耗品費 60,000

事務事業名

60,000

調査活動参加者数

細　節

委託料

身近な自然環境調査事業費

実
績

担当部課 住民生活部　環境課
担　当 環境担当

計
画

本町の自然環境の指標となる生物の定点調査を小中学校と連携して実施する。

財
　
源

キリンビール栃木工場との共催による自然観察会3回開催８４名参加
天体観察会２回開催７５名参加

どのような成果が現れます（現れました）か？

こどもたちの取り組みを通じて、大人にも本町の自然環境に関心を持ってもらい、住民による環境保
全活動につなげることで、自然環境と共生する町づくりの実現に寄与する。
また、継続して調査することで本町の自然環境の現状を把握することができる。

身近な自然に触れることで子供たちの自然への関心度が高まりました。

指　標 目　標　値 達　成　値

細　節 金　額


